
災害が起きた際、真っ先に向かうべきなのは避難所だ。
けれどもし、何らかの理由で避難所に向かえず、
自宅などの建物内にもいられなかったら？
そんなとき、多くの人が選択する車中泊。

止むを得ずの手段だが、自分と家族を守るため、
そのノウハウを知っておきたい。



何の前触れもなく、突然発生するのが震災です。そして震

災が発生するたび、「車中泊」は被災地での課題のひとつ

となりますが、その解決につながるガイドラインが整って

いない自治体も多いのが現実です。

もちろん、基本となるのは「震災が起きたら避難所へ」。

けれど、それができない場合もあるでしょう。

そんなとき重要になるのが、クルマを上手に活用した車中そんなとき重要になるのが、クルマを上手に活用した車中

泊のノウハウを知っているかどうか。

私たちＴＯＹＯＴＡは、クルマに携わる企業として、「も

しも」のときにこそ活きる正しい車中泊の知識を提供し、

人に、地域に貢献していきたいと考えています。
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「備え」がひとつの安心材料に

４万人強

■ペットがいるため
■子どもが小さいため
■避難所が満杯だったため
などの理由で、
避難しなかった・できなかった指定避難所(その他施設)に

駐車したクルマに避難した

避難しようとした施設に
人が殺到、
避難できないと思った

避難所までの移動が
困難だった

避 難 所震災発生!
まずはとにかく避難所へ
けれどこんなリスクも考えられる

たとえ数日の車中泊でも、
その間「困った」事態に遭
遇することは多い。それを
避けるためにも、車中泊の
ノウハウという知識と、水
などの必需品の備えは必要
だ。



後部座席が
フラットになる

タイプ

座席がすべて
フラットになる

タイプ

運転席、助手席が
倒れるタイプ

前

前

前 前

見つけた課題の解決策を考えよう

緊急時だからこそ気をつけたい貴重品の収納場所

運転席、助手席の
シートを倒して

運転席、助手席に座って２人、
後部座席に横になって１人
をローテーション

シートをすべて
フルフラットにして

座ったままで

家族の人数を考えた眠り方のバリエーションについて知ろう

を知ろう

あなたの
クルマの
タイプは？

あなたのクルマの収納スペースをチェック

事 前 準 備 予 行 演 習



衛生面を守るNo.1 No.2
避難中に困ったこと

断水： 水・食料不足：

車中泊に必要なモノ



車中泊のリスク

金属製のボディなら、
レジャーシートもマグ
ネットで簡単に留めら
れる。樹脂製部分はダ
クトテープなどを貼れ
ば大丈夫

薄手の銀マットは
簡単に切れるのが
便利な点。貼る際
にはできるだけ隙
間のないように

吸盤フックや細ひもなどと大判の布類を組み合わせて。
天候の変化は上部の隙間からチェック

窓一枚なら、ハンドタオル
をダクトテープなどで貼り
付けるだけで対応可能

すぐに必要としない荷物を詰めた、
バッグ類も活用できる

腰の部分をカバーした上に毛布など
をかけても

圧縮袋を使って布類をぎゅっとコン
パクトにすると、細い隙間も埋めや
すい

最後にクッション付きの銀マットを
敷けば、寝心地はやや良くなる

足元が高くなると、寝やすさも向上する

段差や隙間は布類を詰め込んでカバー

運転席・助手席がフラット化できないときは

足元を高くするのもアイデア

シートの凹凸を補正して眠りやすく 外からの視線を防ぐ

睡眠のために プライバシーの確保のために




